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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
０

７
回
 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
のの のの
ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ
にに にに
腰
掛
便
座

腰
掛
便
座

腰
掛
便
座

腰
掛
便
座
据
置

据
置

据
置

据
置
とと とと
 

平
治
宿
水
場
径
及

平
治
宿
水
場
径
及

平
治
宿
水
場
径
及

平
治
宿
水
場
径
及
びび びび
水
槽
点
検
整
備

水
槽
点
検
整
備

水
槽
点
検
整
備

水
槽
点
検
整
備
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

１
１

月
２

０
日

(
日

)
 

晴
後

時
々

曇
り

 
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
濱

野
兼

吉
、
野

間
 

清
・
愛

ご
夫

妻
、
 

山
川

治
雄

、
青

木
宏

充
(
前

夜
車

中
泊

)
、
梶

野
照

雄
。
 

８
名

。
 

 
 

 
 

 

 昨
日

の
雨

も
上

が
り

爽
や

か
な

青
空

で
あ

る
。

オ
ー

ク
ワ

有
馬

店
で

入
会

し
た

い
と

初
参

加
の

山
川

氏
( 東

紀
州

1
0
マ

ウ
ン

テ
ン

の
会

) と
合

流
す

る
。
 

熊
野

市
飛

鳥
経

由
は

久
し

ぶ
り

で
、

飛
鳥

に
入

る
と

朝
霧

が
た

ち
こ

み
視

界
が

良
く

な
い

。
こ

の
地

で
は

、
冷

え
込

み
天

気
が

良
い

日
に

な
る

と
、

朝

霧
・

朝
靄

が
発

生
す

る
時

節
特

有
な

現
象

で
あ

る
。

 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
到

着
す

る
と

、
堺

市
５

時
半

に
家

を
出

た
梶

野
氏

が
待

機
。

昨
夜

、
此

処
で

車
中

泊
し

た
青

木
氏

は
、

昨
日

震
度

３
～

４
の

地

震
が

あ
り

、
林

道
路

面
へ

の
落

石
等

除
去

す
る

と
先

行
さ

れ
て

い
た

。
 

木
々

の
紅

葉
も

散
り

、
林

道
へ

敷
い

た
よ

う
な

路
面

を
走

行
す

る
と

共
に

落
葉

し
た

梢
こ

し
に

石
ヤ

塔
等

の
風

景
が

良
く

見
え

る
様

に
な

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
朝

靄
の

山
並

み
 

 
 

 
 

持
経

宿
着

 
 

 
 

 
持

経
宿

か
ら

平
治

宿
へ
 

 

持
経

宿
で

は
、

不
動

堂
に

幟
が

立
ち

、
路

面
の

落
石

等
を

取
除

い
て

下
さ

っ
た

青
木

氏
に

出
迎

え
ら

れ
る

。
 

久
し

ぶ
り

の
野

間
ご

夫
妻

と
山

川
氏

の
自

己
紹

介
が

あ
り

、
沖

﨑
氏

か
ら

持
経

宿
の

ト
イ

レ
和

式
便

器
を

腰
掛

便
座

に
据

置
く

作
業

班
は

川
島

、
梶

野

氏
。

後
の

６
人

は
、

平
治

宿
の

水
場

径
点

検
と

水
槽

底
浚

え
作

業
班

に
分

れ

た
。

 

腰
掛

便
座

を
既

存
和

式
便

器
の

排
出

口
に

合
わ

せ
る

と
、

座
っ

て
用

を
足

す
と

丈
の

大
き

い
人

は
、

足
が

つ
か

え
そ

う
に

な
り

窮
屈

な
姿

勢
と

な
る

。
 

川
島

は
、

ト
イ

レ
を

前
側

に
拡
げ

る
材

を
宿
内
梁

上
と

昨
夏
改
築

の
際

の

古
材

置
場

( 林
道
尾
根
三
叉

路
) を
捜

す
こ

と
に

。
 

こ
の

間
に

、
梶

野
氏

は
発
電

機
を

作
動

さ
せ

便
座

を
固
定

す
る
為

、
ド
リ

ル
で
舗
装

面
に
ビ

ス
留
め
穴

を
明
け

て
据
付
け

作
業

を
さ

れ
る

。
 

ト
イ

レ
を

拡
幅

す
る

に
は

、
少

な
く

と
も
長

さ
２
ｍ

の
材

が
３
本
要

る
。

宿
内
梁

上
に

は
、
使

え
そ

う
な
材

が
あ

る
が
本
数

が
足

り
な

い
。

 

古
材

置
場

に
は

、
現
在

の
ト

イ
レ
柱

と
同

径
( １

０
㎝
角

) の
柱

が
３
本

見

つ
か

る
。
な
ん

か
と

か
1
人

で
引
張

り
出

す
と

、
下
端

が
一
部
腐

っ
て

い
る

。
 

 

天
井
板
迄

２
ｍ
必
要

で
あ

る
が

、
現
在

の
扉
高

さ
と
同

等
の
長

さ
で

も
良

い
事

か
ら

、
長

さ
1
8
5
㎝

に
鋸

で
切

り
揃

え
る

と
腐
朽
部

が
切

除
さ

れ
使

え

そ
う
だ

。
只

、
１
本
抜

き
板

を
通

す
穴
跡

が
ど

う
使

っ
て

も
見

え
る

。
 

 
 

 
 

既
存

和
式

便
器

 
 

 
 

 
腰

掛
便

座
を

据
置

 
 

ト
イ

レ
拡

幅
の

柱
調

達
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腰
掛

便
座

は
、
ビ

ス
穴

４
箇
所
留
め

で
、
意
外

と
早

く
据
付

作
業

を
終

え

た
梶

野
氏

は
、

１
１

時
過
ぎ

に
水

場
の

点
検

と
水
汲

へ
。

 

ト
イ

レ
拡
幅

に
は

。
ボ
ル

ト
等

の
金
具

と
電

動
具

が
必
要

で
あ

り
、
次

回

に
な

る
。
尚

、
ト

イ
レ

は
狭

い
が
使

用
可
能

で
あ

る
。

 

柱
３
本

を
切

り
終

え
た
頃

に
、

水
場

か
ら

梶
野

氏
が
戻

り
二

人
で
昼
食

。
 

昼
食

後
、

梶
野

氏
は
焼
却
炉

で
ト

イ
レ
使

用
済
紙

と
落

葉
等

を
焼
却

、
川

島
氏

は
樋
網

上
の

落
葉

を
搔

き
落

し
、
炊
事

場
周

り
の

落
葉

を
掻

き
出

し
て

焼
却
炉

側
の
斜

面
に
掃

き
落

と
す

。
 

１
３

時
過
ぎ

に
平

治
宿

班
に
無
線

で
連
絡

を
と

る
と

、
中
又
尾
根

分
岐

を

過
ぎ

た
と

の
事

、
梶

野
氏

は
掃

除
機

で
宿
内

を
掃

除
し

、
お
湯

を
沸

か
し

て

平
治

宿
班

の
戻

り
を

待
つ

。
 

平
治

宿
の

水
場

径
点

検
と

水
槽

底
浚

え
作

業
班

の
沖

﨑
氏

・
濱

野
氏

・
青

木
氏

・
山

川
氏

・
野

間
夫

妻
は

、
ミ
ズ
ナ
ラ

や
も

み
じ

・
朴

時
々
ハ
リ
ギ
リ

の
葉

が
落

ち
る

道
を

、
野

間
愛

の
熊
避
け

の
鈴

が
鳴

る
中

、
平

治
宿
ま

で
歩

行
し

た
。

 

 
 

 

千
年

檜
前

に
て

 
 

 
 

落
葉

一
杯

の
水

槽
 

 
水

を
汲

み
出

し
底

浚
え
 

 到
着

後
、

沖
﨑

氏
と

野
間

愛
は

、
新

年
を

迎
え

る
準
備

と
し

て
宿
内

の
雑

巾
が
け

や
備
品

の
確
認

等
を

行
っ

た
。

 

青
木

氏
・

濱
野

氏
・

山
川

氏
・

野
間

は
、

水
場

径
の

点
検

と
改
修

を
行

っ

た
。

 

特
に

水
場
付
近

は
足

場
も
悪

く
、
手

す
り

と
な

る
木

の
状
態

も
悪

い
こ

と

か
ら

、
鋤
簾

を
使

っ
て

径
を
整
備

す
る

と
と

も
に

、
ロ

ー
プ

の
張

り
直

し
を

行
っ

た
。
同

時
に

青
木

氏
は

水
槽

底
浚

え
作

業
を

行
っ

た
。

 

予
期

せ
ぬ

作
業

が
生
じ

、
十

分
な

道
具

を
持

っ
て

い
か

な
か

っ
た

こ
と

が
、

反
省

点
と

し
て
挙
げ

ら
れ

る
。
 

 
 

 

鉄
箱

水
槽

底
浚

え
完

了
 

 
 

 
 

 
水

場
径

の
整

備
改

修
作

業
 

 作
業

を
終

え
平

治
宿

に
戻

り
、

清
掃

を
終

え
た

宿
内

で
昼
食

を
と

っ
た

。
 

そ
こ

で
は

、
山

川
氏

の
こ

れ
ま

で
の
活

動
や

青
木

氏
の
話
題
提
供

で
楽

し

い
食
事

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

野
間

か
ら

は
、
「

い
つ
頃

か
ら

熊
は
冬
眠

す
る

の
で

す
か
」

と
の
問

い
に

、

山
川

氏
は
「
積
雪

が
あ
ま

り
な

い
所

で
は
冬
眠

し
な

い
」

の
回
答

に
驚

く
と

共
に

、「
鈴
だ
け

で
は
ど

れ
ほ
ど

の
効
果

が
あ

る
か

わ
か

ら
な

い
、
私

は
爆
竹

を
持

っ
て

行
く
ん

や
」
他

の
方

か
ら

は
、「
海
外

の
熊

よ
け

ス
プ

レ
ー

は
有
効

か
も

し
れ

な
い
」

と
い

っ
た
ア
ド
バ

イ
ス

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

熊
目
撃
情
報

は
あ

る
が

、
実
際

の
映
像

は
な

い
。
何

と
か
撮
影

し
た

い
と

い
っ

た
会
話

も

あ
っ

た
。

 

楽
し

い
話
題

で
時

間
を
忘

れ
て

い
た

た
め

、
急

い
で

持
経

宿
へ
戻

っ
た

。
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本
日

の
作

業
参

加
者

 
 

 
下

山
前

宿
内

で
小

休
止

 
 

下
山

準
備

 
 

 
 

 
 
 

全
員
揃

っ
た

時
点

で
本

日
の

作
業

参
加

者
の
記
念
撮
影

。
 

宿
内

に
入

り
差

し
入

れ
の
お
菓
子

と
林
檎

で
小
休
止

。
お
湯

を
沸

か
し

た

が
残
念

な
が

ら
備
蓄
コ

ー
ヒ

ー
切

れ
だ
！

 

 
 

 

持
経

宿
下

山
前

 
 

 
梶

野
車

パ
ン

ク
・

タ
イ

ヤ
交

換
 

し
も

ま
る

ギ
ヤ

ラ
リ

ー
喫

茶
 

 

雲
が
広

が
り
だ

し
下

山
す

る
。

１
０

分
程

下
っ

た
地

点
で

梶
野

車
が
停

車
、
今

年
９

度
目

の
パ

ン
ク
だ

そ
う
だ

。
タ

イ
ヤ
交
換

は
手
馴

れ
た

も
の

で
、

５
分
強

で
タ

イ
ヤ
交
換

が
終

わ
る

。
パ

ン
ク

回
数

と
手
早

さ
に
二

度

ビ
ッ

ク
リ

。
 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園
駐

車
場

に
無
事
帰

着
。

公
園

入
口

に
あ

る
下
北

山

村
観
光
案
内
所
「

し
も
ま

る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」

で
百
円
コ

ー
ヒ

ー
喫
茶

に
立

寄
っ

て
く

つ
ろ
ぎ

、
流

れ
解

散
と

な
る

。
 

新
宮
組

は
帰

路
、
北

山
村
七
色

に
在

る
実
利

行
者

の
石

塔
碑

は
、

流
失

後
の

発
見

者
・
赤
根

氏
か

ら
所
在

地
を
聞

き
確
認

し
た

と
い

う
沖

﨑
氏

に
、

川
島

が
探

し
た

が
分

ら
ず
案
内

し
て
欲

し
い

と
頼

み
立
寄

っ
た

。
 

七
色
ダ
ム

下
流

５
０

０
ｍ

の
「
渡
」

と
言

う
所

の
公

園
の

行
止
ま

り
、

立
派

な
石
垣

の
民

家
前

の
平

地
の

川
岸

に
在

っ
た

が
、

か
な

り
草

が
生

い

茂
り

、
民

家
の

１
人
暮

ら
し

の
８

８
歳

・
白
髪

の
お
婆

さ
ん

が
出

て
来

て

教
え

く
れ

る
。

 

七
色
ダ
ム

の
完

成
(1

9
6
5
年

;S
4
0
年

) 以
前

は
、
七
色

の
瀧

と
呼
ば

れ
た

筏
師

の
難
所

で
、
犠
牲

者
も

出
し

て
い

た
。

 

筏
師
連

中
は

３
３

０
ｍ

間
の
岩

を
削

る
改
修
工
事

を
完

成
さ

せ
た
記
念

と
犠
牲

者
の
冥
福

を
祈

る
為

、
実
利

行
者

を
招

い
て
護
摩

を
炊

き
祈
祷

し

た
。
又

、
鎮
魂

の
た
め
高
岩

と
呼
ば

れ
所

に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
磨

崖
仏
」

を
刻
ん
だ

と
の

こ
と

。
 

こ
の

時
建

立
さ

れ
た
社
殿

( 明
治

５
年

;1
8
7
2
年

) が
、
経
塚

、
地
元

で
は

行
者

様
と
呼
ば

れ
、
ダ
ム

が
出
来

る
迄

は
、
毎

年
１

月
１

５
日

に
祭

が
行

わ
れ

て
い

た
。

 

平
成

６
年

の
台

風
２

６
号

で
跡
形

な
く

流
失

し
た

が
、

ご
神
体

の
石

塔

が
見

つ
か

り
再
建

、
し

か
し

平
成

２
３

年
８

月
の
台

風
１

２
号

で
再

流
失

。
 

平
成

２
５

年
６

月
に

地
元
竹

原
出
身

の
赤
根

氏
が

、
ご
神
体

の
石

塔
を

発
見

し
、

現
在

の
川
岸

に
石

塔
碑

の
み
設

置
さ

れ
た

。
 

ご
神
体

で
あ

る
石

塔
の
正

面
に

は
、
梵
字

の
下

に
「
妙
法
蓮
華

経
塚
」

左
下

に
實
利

と
花
押

、
左
横

に
明

治
五

年
、
願
主
・
筏
連

と
刻
ま

れ
て

る
。

 

此
処

は
、
渡

し
場

の
あ

っ
た
所

で
、
対
岸

中
洲

の
七
色

の
瀧

が
あ

っ
た

辺
り

の
岩

に
磨
崖
仏

が
あ

る
様
だ

。
山

川
さ
ん

は
、
以

前
三
重
県

側
か

ら

降
り

て
、
消

え
か
け

た
磨
崖
仏

を
見

た
記
憶

が
あ

る
と

の
こ

と
。
一

度
確

認
に
訪

れ
た

い
。
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實

利
行

者
の

経
塚

石
塔
 

 そ
の

後
、
神

川
町

・
熊

野
市
井
戸

経
由

で
、

有
馬

の
山

川
さ
ん
宅
ま

で
送

り
帰

新
し

た
。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

7
:2

0
→

8
:3

5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
8
:5

0
→
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